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１）生涯スポーツ学科

はじめに

　日本の体育・スポーツ界における学問の体

系は，昭和25年日本体育学会の誕生によって

体育学として認識されるようになった．その

後，社会でのスポーツの普及発展と共に，

1980－90年頃から体育学からスポーツ科学へ

徐々に移行していった．以後，スポーツ科学

から現在のスポーツ学へとまだ不確かではあ

るが，徐々に移行しつつあるように思える．

　それは，今日学問の学的体系を表すスポー

ツ学といった用語が，徐々に社会で使用され

るようになってきたことを指している．例と

して，何と言っても日本体育学会が編纂した

「最新スポーツ科学事典」（2006）でスポーツ

学について紹介していることである．さら

に，今日スポーツ雑誌や大学の学部・学科案

内などにおいても使われるようになっている．

　だが，現在「スポーツ科学」の意味は「ス

ポーツを考察の対象とした学問の総称」とし

て理解され，一般に普及している．これに比

べると，スポーツ学は「スポーツ科学と殆ど

同じ意味」と考えられており，スポーツ科学

と区別して特定の意味で明確な使われ方をし

ているわけではないのが実情である．

　しかしながら，我がびわこ成蹊スポーツ大

学では「スポーツ学とは何か」を考える必然

性が存在している．本学は全国に先駆けてス

ポーツを大学の名称に掲げて開学しており，

学則（第５節，第44条）に「卒業した者には，

学士（スポーツ学）の学位を学長が授与する」

と規定している．本学を卒業した学生はスポ

ーツについて究めた「スポーツ学士」として

世に羽ばたき，社会からスポーツ学士とは如

何なる力を持つ人材か常に問われている．本

学は開学以来，スポーツ学を柱に据えたカリ

キュラムを実施してきた．また，スポーツ学

の発展のために積極的に研究成果を積み上げ

てきている．

　今日，上でも述べたがスポーツ学はスポー

ツ科学と殆ど同じ意味と考えられ，スポーツ

学独自の意味で使われていないが，本学では

その在り方について考えていかなければなら

ない．否，考えるだけでなく，先駆的な考え

を持ち続けていくために，積極的に問いかけ

ていく必要がある．

　現在本学は開学して11年目を迎え，これま

でスポーツ学とどのように向き合ってきたの

か振り返り，今後について考える良い時期に

来ている．そこで本論は，本学の研究紀要の

創刊号から現在の10号までに掲載されたスポ

ーツ学に関する論文を中心に振り返り，今後

について考えたい．

　2003年からの10年間の特徴を鮮明にするた
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めに３期に分け，第一期を開学当初，第二期

を開学５年，第三期を開学10年前後として，

本学では各時期にスポーツ学についてどの様

な取り組みをしていたのか特徴をつかみ，今

後何が必要なのか考える材料になればよい．

１�．第一期「開学当初」におけるスポ
ーツ学に関する学び

1）2003年スポーツ学理解の取り組み

　2003年４月開学すると，本学では教職員に

スポーツ学について理解してもらう取り組み

が行われた．本学の設置に直接関わった当時

の学部長藤井英嘉は，文部科学省の大学設置

審議会に申請した書類の抜粋〔「大学設置認

可申請書」（抜粋）」（平成15年５月23日）〕を

配布して，スポーツ学についての理解を求め

た．2003年当時，他に体育大学や体育学部と

いった名称は存在したが，スポーツを大学の

名称にした大学は本学以外一つもなかった．

もちろん，開学のために集まった最初の教員

たちも，一部を除いてスポーツ学についての

見識を持っていたわけではなかった．

　既に学長経験と豊かな学識を持った藤井

は，スポーツ学を柱に据えた本学の設置申請

書を作成した．彼は，申請書の抜粋で「スポ

ーツ学部とする理由」（Ⅲ．2．）について分か

りやすく説明している．少し長いが以下に紹

介する．

　「スポーツ学部は，スポーツに関する理論

を『スポーツ学』という概念で総合的に体系

化されたものとして認識し，この『スポーツ

学』を柱として，専門知識と実践能力を有す

る人材を養成する．ここで言うところの『ス

ポーツ学』とは，スポーツに関する文化学，

スポーツ医・科学，スポーツ教育学などの研

究成果を基に，生涯スポーツと競技スポーツ

の両側面から現代社会に対応できるような学

問の体系をさしている．また，従来の『スポ

ーツ科学』が自然科学を偏重する意味で使用

されてきたのに対して，本学ではスポーツ学

を文化や教育の観点をも含めた総合的な理論

体系として捉えると共に，実践的な視点を重

視する立場をとっている．このような点か

ら，学部名称を『スポーツ学部』とすること

とした．」

　つまり，スポーツ学とはスポーツに関する

広い研究成果を基に，生涯スポーツと競技ス

ポーツの面から現代社会に対応できるような

学問の体系で，文化や教育の観点をも含めた

総合的な理論体系として捉え，実践的な視点

を重視する立場であると述べている．

　2003年の開学当初，教職員たちは「大学設

置認可申請書」の内容でスポーツ学について

理解しようとしていたのである．

2）�2004年本学研究紀要創刊号に記されたス

ポーツ学

　2003年度版の本学研究紀要の創刊号が2004

年３月に発行された．創刊号には，スポーツ

学をテーマにして森学長の挨拶をはじめ，課

題研究論文として「スポーツ学研究の課題と

方法」のテーマで７本の論文が掲載された．

しかし，全ての論文がスポーツ学との関係を

明確に述べているわけではなく，自分の専門

分野の過去を振り返り，今後の方向について

述べている内容が多い．

　ここでは，スポーツ学と専門の関係性につ

いて意識的に触れている内容となっている

森，藤井，園山，海老島の論文を紹介する．

　（1）森昭三学長の挨拶

　森学長（2004）は「『びわこ成蹊スポーツ大

学研究紀要』の創刊にあたって」と題して挨

拶文を寄せている．現在，国民体育大会はス

ポーツの祭典であるにも拘わらず，体育の名

称を使っている．このように，体育とスポー

ツは殆ど同意語として広く用いられている

が，本学の名称については「『顔はスポーツで

あるが，中身は体育である』といった矛盾し

たことではなく，『顔も，中身も真にスポーツ

をめざす』ことに挑戦したいと考える」と今

後の抱負を述べている．

　また，本学の将来の方向性について，近年
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の社会的傾向から「スポーツ専門職業人の養

成に重点をシフトすることへの挑戦である」

と述べ，そのために「スポーツにかかわる専

門職業人の養成を確かなものにしていくため

には，背景となるスポーツ学の研究とその教

育，より具体的に言えば，特集テーマでもあ

る『スポーツ学研究の課題と方法』とその教

育方法といったことが，常に問われ続け，教

育に反映させなければならない」と述べてい

る．

　（2）藤井論文

　藤井英嘉（2004）は「『スポーツ学』考─タ

ーミノロジー（述語学）の視点─」のテーマ

で，スポーツ学について述べている．彼は

「『スポーツ学』という述語が，今にたどりつ

くまでの状況を『スポーツ学以前』と言う項

に，今検討されている述語の意味を『スポー

ツ学の今』という項に，そしてスポーツ学を

めぐる将来的展望を『スポーツ学の展望』と

いう項に区分して構成することにした」とし

て，スポーツ学について述べている．

　特に注目される内容は，1980年以降スポー

ツは普及発展するだけでなく，研究者の研究

対象となりゴルフ学会，スキー学会，テニス

学会などスポーツ種目毎の学会が続々誕生し

た．スポーツ界でも「科学化」することが盛

んになった．しかし，2000年頃よりスポーツ

科学の言葉が隆盛をきわめると，スポーツ科

学に意味的偏重が訴えられるようになった．

まさにその時期に，藤井は「『科学偏重主義か

らの脱出』『スポーツ科学偏重主義からの離

脱』『経験知としてのスポーツ実践学の重視』

『総合知としてのスポーツ学への道』という

４つの観点に，『スポーツ科学』から『スポー

ツ学』への転換軸が存在する」と論を展開し

ている．

　ここで述べていることは，上記の大学設置

認可申請書で示したスポーツ学の意味や必要

性などの根拠となる内容について，稲垣正浩

（「現代思想とスポーツ文化」2002）や寒川

（「スポーツ学のみかた」アエラ1997）の論説

を紹介しながら分かりやすく説明している．

　この年は開設年度にあたり，本学ではスポ

ーツ学について理解を深め，今後の方向性に

ついて考え始めていたと言えよう．

　（3）園山論文

　園山和夫（2004）は「スポーツ教育学の研

究動向と学校スポーツの展望」のテーマで論

を展開し，Ⅲ.１.スポーツ学の構想と学校ス

ポーツコースのテーマで，本学の学校スポー

ツコースが如何なる教員の養成をするべきか

述べている．

　「スポーツ学を上位概念におくことによっ

て，スポーツに関する『自然科学知』『人文学

的知』『現場の経験知』『その他スポーツに関

するあらゆる領域の専門諸学』をそこに包括

することが出来る」として，学校スポーツが

目指す新しいタイプのスポーツ教員，スポー

ツ指導者にはスポーツに関する総合的な知が

求められる．特に変化の激しい今日，学校は

今日的教育課題を多数抱えており，生徒理解

をはじめ教育に関する幅広い知識や技能を有

する教員が求められていると述べている．

　また，園山はスポーツ学の主要な柱にはス

ポーツ教育が位置付けられている．スポーツ

教育学の研究課題と実践課題は多い．スポー

ツ教育学は学校スポーツのみならず社会にお

ける多様なスポーツ活動も視野に入れた研究

を展開しなければならない．学校スポーツ・

学校外スポーツの両者を視野に入れつつ，

「体育教師という教育専門職」と「地域社会の

スポーツ専門職人」の養成に向けて，質の高

い教育研究を指向した展開をしなければなら

ないとしている．

　（4）海老島論文

　海老島（2004）は，「スポーツ科学からスポ

ーツ学へ─社会学から見たパラダイムシフト

の必要性─」といったテーマで述べている．

内容は，スポーツ社会学が誕生した1960年代

からのスポーツ社会学研究の流れを紹介して

いる．

　当初の研究は，社会現象としてのスポーツ

本学のスポーツ学に関するこの間の取り組みを振り返って 11



の社会的な機能の研究とスポーツを支配する

法則を強調した内容（ケニヨンやロイ等）で

あった．1970－80年代となると世界的に隆盛

した「マルクス主義」「フェミニズム」「エス

ニスティ」から影響を受けて，スポーツ社会

学でもマルクス主義的アプローチ，フェミニ

ズム的アプローチ，エスニスティ的アプロー

チが行われ，スポーツにおける問題を摘出し

ている．また，1990年代に入ると，そういっ

た大きな社会構造的な視点からのアプローチ

では捉えきれない点を補う研究が現れてき

た．それが「カルチュアルスタディーズ」や

「フィギュレーション社会学」と呼ばれる研

究である．現実社会を細かくリアルに見つめ

る方法で，社会構造からだけでは解明できな

い問題を丹念に補っている．それらの研究は

欧米で始まるが，間もなく日本に持ち込ま

れ，盛んに行われるようになっている．

　一方で，1990年代スポーツはエリートスポ

ーツの価値とイデオロギー支配によりエリー

トスポーツ隆盛とスポーツのグローバリゼイ

ション現象が生じてきた．それらの中で遊戯

性が忘れられることや疎外といった負の側面

がクローズアップされてきた．

　それに対して，本学の唱えるスポーツ学は

①共生スポーツの観点，②スポーツ文化の観

点，③実践学の観点（経験知），④総合学の観

点（総合知）を包括しており，行き過ぎたス

ポーツの方向性を修正すると考えられる．つ

まり，スポーツ学が生涯スポーツと競技スポ

ーツの共生をもたらし，バランスのとれたス

ポーツ文化の生成を行うようになると述べて

いる．

小括

　開学当初，森学長は今後の「スポーツ専門

職業人養成」のために，スポーツ学研究の課

題と方法，教育方法を常に考えること，また

藤井はスポーツ学提唱への包括的な理解，園

山はスポーツ教育学を意識した教育，海老島

は今日的課題へのスポーツ学の対応について

述べている．

　これらの論文はスポーツ学を意識して述べ

ているが，他の論調は必ずしも意識した内容

といえない．つまり，この時期はスポーツ学

への理解が，必ずしも十分であったわけでは

ないと言えよう．

2．�第二期「開学 5年」を経た本学にお
けるスポーツ学に関する学び

　なぜ，第二期の区切りを「開学５年」にし

たのかと言えば，2005〜08年発行の研究紀要

（第２号〜第４号）ではダイレクトにスポー

ツ学をテーマにした論文が掲載されず，2009

年発行の研究紀要第５号に江刺幸政による

「『スポーツ学』の探求と『学校スポーツコー

ス』」いったスポーツ学をダイレクトなテー

マとした論文が発表されたからである．

　（1）�2009年発行の本学紀要第５号に記され

たスポーツ学

　江刺は，今日のスポーツ学の意味の曖昧さ

についてこう述べている．「『体育学』『スポ

ーツ科学』とほとんど同義に使用されている

のである．それ故,『スポーツ学とは何か』に

ついて正面から問うているものはほとんど無

いと言って良い」．

　彼はスポーツ学が固有の学問領域として成

り立つためには，「研究対象」と「研究方法

論」が明確になることが必要であるとして，

それらについての提案を行っている．

　「運動文化領域」

　彼は「研究対象」と「研究方法論」を述べ

る前に，身体運動の捉え方が大切であると前

置きして，身体運動とは，価値観と技術観か

ら「運動文化領域」として捉えることが出来

ると力説する．運動文化の五領域である「作

業運動」「日常的運動」「スポーツ運動」「表現

運動」「体育的運動」について，個々の特徴を

個別に紹介している．また，価値観や技術観

の違いから運動文化領域でもっていた価値体

系と五領域を体育的運動として見たときの価

値観の違いについても説明している．
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　それによって江刺は，体育の下位概念であ

るスポーツは当然多様な価値観で理解され，

異なる技術追求の過程のもとで理解されなけ

ればならないとしている．また「こうした研

究対象の多義性という事態は,『スポーツ学』

研究の基本的性格を規定することになる．つ

まり『スポーツ学』は『スポーツを巡る価値

体系（と技術体系）およびその相互の関係を

研究する学問』である」と述べている．

　上の運動文化領域の説明は，彼が研鑽を積

んできた運動文化を前提とした枠組みであ

り，スポーツとの関係性について，運動者の

価値を問題として課題やその方法論を設定す

るという考え方である．

　「研究対象」

　彼は，スポーツ学を構築するために必要な

「研究対象」とは，一つ目に乳幼児期，学校

期，成人期以降，老人期におけるスポーツの

機能についてであるとしている．

　二つ目の研究対象は，学校期における運動

文化論領域で述べた「日常的運動」「スポーツ

運動」「体育的運動」の相互関係の解明である

としている．

　学校スポーツコースの研究・教育の課題

は，「学校期」に特徴的な四つの価値体系の衝

突，つまり学校期における「日常的運動（観

戦行動としての対象としてのスポーツ，レジ

ャーの内容として行うスポーツ），体育運動

としてのスポーツ，運動部活動としての競技

スポーツ及び将来の労働としての作業運動へ

の準備という，価値体系や技術体系の衝突と

解決の方法を，体育的運動を中核として研

究・教育することにあるとしている．

　「研究方法論」

　彼は，スポーツ学の研究方法論への探究と

いう視点から以下のように述べている．スポ

ーツ学とはスポーツという現象について科学

的に探究する学問であり，科学の論理として

「問題の明示」「仮説の提示」「仮説の真偽の実

験による検証」「結果の公表」が前提である．

それを継続することによって，固有の概念，

用語，方法が現れてくる．学問領域への期待

からいえば，既存の方法論ではなく「スポー

ツ現象に関する未知の問題の提示」「仮説の

提示＝仮説の有効性への考察」という局面へ

の強い問題意識と動機が必要である．そし

て，新しい解決方法としての実験方法の模索

が必要になるとしている．

　「最後に本学でのスポーツ学への取り組み

の観点」

　彼は，本学でのスポーツ学への取り組みの

観点として以下の４点を挙げている．

１． スポーツを巡る様々な認識レベルを確認

しつつ，問題自体を研究する体制が必要

になる．特に，「仮説的」原因－結果関係

認識，「要素的」原因－結果関係認識のレ

ベルを基礎とした「因果的」原因－結果

関係認識という視点が重要である．

２． スポーツといわれる人間的行為を，どの

ような枠組みで捉えるのかを論理的に明

確にしつつ研究する必要がある．その

際，五つの運動文化領域という視点は有

効な視点となる．

３． 個々人の人間的行為において「スポー

ツ」という現象がどのように現れ，追求

されていくのかを解明する必要がある．

４． びわこ成蹊スポーツ大学における「スポ

ーツ学」の探求のためには，上記の三点

への共通理解と研究・教育体制への更な

る検討，合意が必要である．

　全体としては，大凡以上である．彼の論調

（運動文化論など）は難しいので，彼の主張を

正確に紹介しきれているか自信は無い．だ

が，2007年に本学に赴任してきた江刺は，長

い間体育科教育の世界で研究成果を積み上

げ，「運動文化論」領域を中心に据えた研究分

野で優れた見識を磨いてきた人物である．そ

の彼の意識が，内容ににじみ出ていることを

理解してもらいたい．

　江刺は本学で提唱しているスポーツ学の確

立のために，学校スポーツコースの立場から
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彼の主張する運動文化論の５領域を有効な分

析手段として，スポーツのもつ様々な価値

を，価値観と技術観を中心に体系づけようと

提案していると言えよう．ここでは説明して

いないが，彼の論文では個体発生や科学論に

関する彼の見解も披露していることを付け加

えておく．

小括

　2003年度以来３年間，スポーツ学について

の論文が無かった中で，2008年の江刺の論文

は強烈なインパクトが感じられる．それは，

彼が学んできた運動文化論の立場からのスポ

ーツ学構築の提案であったからである．彼の

主張する運動文化論の５領域を有効な分析手

段として，スポーツのもつ様々な価値を，価

値観と技術観を中心に体系づけようと提案し

ていると言えよう．

3． 第 3期「開学 10 年」前後の本学に
おけるスポーツ学に関する学び

1） 開学９年目の本学におけるスポーツ学に

関する学び

　2013年に開学10年を控えて，2012年10月に

スポーツ学について考えるシンポジウム（テ

ーマ：スポーツ学再考）が本学で開催され

た．開学して間もなく10年が経とうとしてい

る時期，本学ではスポーツ学について如何に

捉えているのか考えてみようといった趣旨で

あった．シンポジウムでは，新井が「スポー

ツ学再考」のテーマで述べた後，各コース代

表が同テーマに関して各コースの考えを述べ

ている．述べられた内容が，紀要第９号

（2012）に「スポーツ学再考」として掲載され

ている．以下では，この時期どのように考え

られていたのか明らかにするために，新井か

ら順に各コースの中野友博，金田安正，柴田

俊和，若吉浩二，村田正夫他，吉田政幸，豊

田則成により紹介された内容を概観してみよ

う．限られたスペースと中身の齟齬について

は，お許し願いたい．もちろん本文を参考に

してもらいたい．

　（1）シンポジウム・スポーツ学再考

　新井（2012）は，今日までのスポーツにつ

いて歴史的な流れを大凡説明し，続いて体育

学からスポーツ科学への概念の流れを解説

し，さらにそこからスポーツ学構築へ向かう

可能性について探った．

　新井は，スポーツ学構築に次のような方向

性が望ましいのではないかと述べている．

1968年の夏季メキシコオリンピック大会に際

して開催された国際スポーツ科学会議で，ス

ポーツとは「プレイの精神を持ち，自己また

は他人との闘争，或いは自然の障害との対決

を含むもの」といった定義がなされた．新井

はその定義を基にして，スポーツは「遊戯の

要素を含んでいること」「フェアプレーなど

の規範によって統制されていること」「競争・

挑戦の要素を含んでいること」「活発な身体

運動であること」の四つの要素を持ってい

る．であるから，四つの要素を価値として考

えるとそれぞれ「遊戯価値」「統合価値」「克

服価値」「運動価値」と言い換えることが出来

る．つまり，スポーツとは四つの価値が存在

すると言えるのである．また，その価値と

は，スポーツが文化として成り立つための要

素となり得る．

　そのことにより，スポーツ学の研究対象は

スポーツ文化である．そのため，各研究分野

は互いに有機的な関係性を持ちながら，それ

ぞれ遊戯，統合，克服，運動の価値について

学問的に問い続けることであるとしている．

　（2）スポーツ学再考「野外スポーツの位置」

　中野（2012）は，スポーツ学になぞらえて

「野外スポーツ」の位置づけを考えてみると

前置きして，政府の指導要領などによる野外

スポーツのとらえ方が，戦後どのように変化

してきたのか明らかにした．そして，本学の

野外スポーツコースの考えとして，ディプロ

マポリシーとカリキュラムポリシーを紹介し

ている．

　ディプロマポリシーは次のようである．
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「自然の中でのスポーツを通して自らの感性

を磨き，環境を配慮した安全で楽しい野外ス

ポーツプログラムを提供する専門知識と技術

を有したリーダー的立場になる人材，子ども

から大人まで幅広い対象者に，生涯を通じて

自然中でのスポーツを提供できる資質・能力

を備えた人材を育成します」．

　カリキュラムポリシーは次のようである．

「『自然，人，体験』に関わる研究成果に基づ

いた教育活動の中で，人々が豊かに生きるた

めの『社会性』『自主性』などあらゆる『生き

る力』を育むために，実践的・実証的・理論

的に野外スポーツを探求します」としてきた

と述べている．

　（3）�本学におけるスポーツ学の構築をめざ

して―地域スポーツコースの在り方―

　金田（2012）は，文部科学省への本学の申

請書の内容から開設時における地域スポーツ

コースのあり方について概念的に説明した．

また，ヨーロッパのトリム運動から世界的に

広まったスポーツの潮流から始まる生涯スポ

ーツへの経緯や，日本でのみんなのスポーツ

の流れについてスポーツ振興法などに触れな

がら説明し，今後さらにスポーツが地域との

結びつきを深めることが重要視されることを

述べている．

　また，それらへの地域スポーツコースの望

ましい対応の形などについても紹介してい

る．さらに，障害者スポーツの側面からみた

スポーツ学についても言及している．

　（4） 学校スポーツコースからみたスポーツ学

　柴田（2012）は，政府による学校体育政策

の目的と本学の学校スポーツコースの在り方

を比べて，スポーツ学の構築を目指す学校ス

ポーツコースの方向性について述べている．

　つまり，戦後政府は，学習指導要領によっ

て時代に沿った学校体育の在り方（目標）を

適宜示してきた．そして，今日「生きる力」

を我々の前に目標として示している．それに

対して，本学の学校スポーツコースが目的と

する人材育成の内容は，学校以外でのスポー

ツまで視野に入れている点で，従来の学校体

育で追及する教師の力量では足りないことを

指摘している．

　そのために，具体的に求められている学校

スポーツコースの学修の主要課題は「授業構

想力を高めることであり，教材開発力，授業

実践力，授業分析と授業改善の力を身につけ

ること」と付言している．

　（5） スポーツ学再考　スポーツ科学なくし

て，スポーツ学はなし

　若吉（2012）は，「あくまでも私見ではある

が，スポーツ科学からみたスポーツ学の位置

づけや双方の関係，さらにはスポーツ学とは

何かについて，考えてみたい」としてそれぞ

れの点について述べている．

　自身の経験や仲間の取り組みから「実践的

なスポーツのフィールドにおいては，スポー

ツ科学に基づいた考察の考察が，スポーツ学

として求められる」としている．特に，選手

とトレーナーの関係や科学とコーチングの関

係，またスポーツドクターが感じている非科

学性の科学について紹介している．

　私見であると前置きしながら「スポーツ科

学とスポーツ学の両面からの進歩があるから

こそ，スポーツ文化が創造される」とスポー

ツ科学とスポーツ学とスポーツ文化の関係に

ついて述べている．

　（6） スポーツ学再考─新しいスポーツコー

チング学の創出─

　村田（2012）は，「コーチングコースが目指

すスポーツ学の創出とは，・・・ナレッジマネ

ジメントを用いて，コース教員の高質な知識

（暗黙知）を共有化し，それを形式知化して教

員間や学生への知的財産として共有すること

である」と述べて，ナレッジマネジメントの

紹介と，ＳＥＣＩモデルの構築について述べ

ている．

　ナレッジマネジメントは，形式知（言葉や

文章で表現できる客観的で言語的な知），暗

黙知（言葉や文章で表すことが難しい主観的

で身体的な知），高質の暗黙知（主観的で身体
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的な知をトップレベルの世界での経験を通し

て研ぎ澄まし培った知的能力）として，コー

スが「知的財産として共有できるものを創出

していく」としている．

　ＳＥＣＩモデルは，①共同化＝獲得した暗

黙知を共有，創出するプロセス　②表出化＝

得られた暗黙知を共有できるよう形式知に変

換するプロセス，③連結化＝形式知を組み合

わせ，新たな形式知を創造するプロセス　④

内面化＝利用可能となった形式知を個人が体

得するプロセスとしている．

　（7） スポーツ学再考─スポーツビジネスマ

ネジメントの立場から─

　吉田（2012）は，国際学会で議論されてき

たスポーツマネジメントの学術的な独自性に

関する見解を紹介しながら，スポーツ学の認

識と照らし合わせることで，スポーツビジネ

スにおけるスポーツビジネスマネジメントに

ついて述べている．

　続いて，「スポーツビジネスマネジメント

とは」として，スポーツとビジネスとマネジ

メントの関係構造を明らかにして，本来の経

済学や経営学に強くシフトした立場からで

は，スポーツビジネスマネジメントは立ちい

かないと警鐘を鳴らす．その背景には，今日

のドーピングなどのスポーツビジネスに山積

みする問題を，人文的科学的な価値を重要視

する立場から抑制をかけないと健全なバラン

スが保たれないからであるとしている．

　その点で，本コースは経済発展の分野以外

におけるスポーツ系学部コースからの多くの

研究成果をマネジメントすることに特有の意

義を持っている．スポーツの文化的側面と産

業的側面を学術的に調和させた分野がスポー

ツ学におけるスポーツビジネスマネジメント

となるとしている．

　（8）スポーツ情報戦略の挑戦

　豊田（2012）は，スポーツ情報戦略のキー

概念は「科学的分析」と「還元」であるとし

ている．また今日スポーツへの関わり方が多

様化・拡大するなかで，本コースがスポーツ

学において果たす役割は，新たな視点のアプ

ローチを創り上げることであるとしている．

　そこで，スポーツ学を科学するために必要

なことは，①研究の透明性を確保すること，

②研究成果を視覚化すること，③自覚的な取

り組みであることを挙げている．

　現在，本コースは教育概念として①科学的

分析力と②還元力を養うことにスポーツ心理

学（こころの分析）やスポーツバイオメカニ

クス（うごきの分析），スポーツ戦術論（戦術

の分析），スポーツ映像処理論（映像の分析）

を中心に教育体制を組んでいる．最終的な目

的は，スポーツフィールドをよりよく変えて

いくパワー（先に示した還元力）を有してい

なければならないとしている．

　以上により，そこでは概ね「経験知として

のスポーツ実践学の重視」や「スポーツ科学

偏重主義からの離脱」などの論説に依拠し

て，私見を交えた論文が掲載された．

2）　 開学10年目の本学におけるスポーツ学

に関する本学の学び

　2013年３月発行の研究紀要第10号で課題研

究論文として「スポーツ学の10年」の特集が

組まれた．各コースから中野友博，松山尚道

他，柴田俊和，大久保衞，村田正夫他，吉倉

秀和，豊田則成他によって「スポーツ学の10

年」のテーマで，各コースによるこの間の歩

みを中心に述べてもらった．

　（1） スポーツ学の10年「野外スポーツ，こ

の10年」

　中野（2013）は，野外スポーツコースでは

野外スポーツを志向性の観点から競技，レク

リエーション，健康，教育に分類し，それぞ

れへの志向についてディプロマポリシーとカ

リキュラムポリシー（上記で記述）を策定し

たとしている．またそれに従って，野外スポ

ーツそのもののスキルや理論の獲得，実習の

上に「教育・指導」を位置づけ，指導法につ

いての事業展開を行っているとしている．

　（2） 地域スポーツコースの10年
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　松山（2013）は，アドミッションポリシー

を紹介している．

　「地域スポーツでは，人々の生活基盤であ

る『地域』における多様なスポーツに関する

研究を行い，日常生活の中における余暇活動

を充実させ，生活の質の向上に寄与できるよ

うな地域スポーツのあり方を，実践的・実証

的・理論的に探究します．多様化し，多志向

化する地域スポーツの現場において，こども

から高齢者まであらゆる対象の人がスポーツ

を楽しめるよう，様々なスポーツプログラム

の企画・運営能力・指導技術を高める環境を

『地域』につくることのできる人材を実習を

とおして育成していきます．『地域』の人々

の健康や福祉（より良い生き方をめざす）に

貢献するスポーツのあり方に関心のある人，

スポーツを核とした地域づくりに関心のある

人を求めていきます．」

　また，コースの構成員のこの間の活動につ

いて個々に紹介している．

　（3） 学校スポーツコースからみたスポーツ

学の10年

　柴田（2013）は，日本では戦後学校体育や

体育科教育が中心となり，世界に劣らぬよう

にスポーツに関する学問的アプローチを行っ

てきた．1990年代後半には，いじめ，引きこ

もり，不登校などの子どもの心と体に対応す

ることが，体育科教育の重要課題となった．

体育科教育とスポーツ教育のところでは，体

育科教育学が体育授業を具体的な研究の問

題・対象とすることに対して，スポーツ教育

学がスポーツ教育を研究の対象とする点で違

うが,本学で生涯スポーツを推進するために

は,学校外に拡大したスポーツ教育学が必要

であるとしている．

　また，寒川氏の言葉を借りて「体育学がス

ポーツ科学へ発展したことがもたらした高度

専門分科とそれゆえに親科学への解体吸収の

恐れは，学校体育をめぐる問題の科学論によ

って，スポーツ科学の諸専門学を一つに繋ぎ

止める可能性を孕んだ核になる」と紹介して

いる.

　（4）�スポーツ学の10年─特にトレーニン

グ・健康コースの歩みから─

　大久保（2013）は，次のような説明を行っ

ている．

　「スポーツ活動を自動車の運転になぞられ

たもので，心技体のうち体の部分を詳しくみ

たものである．車が走るためには様々な条件

が必要であるが，まず，燃料は必須である．

いうまでもなく，これはスポーツ栄養学とよ

ばれる領域である．次いでこれらの栄養が効

率よく燃焼しエネルギーに転換されなければ

ならない．消化器，呼吸器や循環器などが該

当し，これらは運動生理学やスポーツ生理

学，スポーツ内科学の領域である．最後に実

際に車が走るためには筋肉が発揮した力を，

タイヤに駆動力として伝達するための車軸や

ギヤが必須であり，加えてスムーズな走りの

ためには道路の凹凸に対応できるスプリング

などが必要である．これらは骨格や関節，

腱・靭帯が該当し，筋肉を含めて運動器と呼

ばれている．これはスポーツ整形外科やリハ

ビリテーション医学の領域に含まれる．」

　（5） びわこ式　スポーツコーチングの変革

─柔道　元全日本代表監督　佐藤宣

践氏を招いての講演会報告─

　村田（2013）は，コースで行ってきた取り

組みを紹介している．本コースは「新しいス

ポーツコーチング」とは何たるかを明らかに

することを目的に「びわこ式　スポーツコー

チングの変革」と題して，世界レベルや日本

トップの指導経験を有するコース教員による

研究会を継続的に開催し，「暗黙知」を「形式

知」するために努力を続けている．

　ここでは柔道元全日本代表監督佐藤宣践氏

を招いての講演会報告を紹介している．そこ

で，「組織力」には競技者，指導者，理解者・

行政指導者，スポーツの医科学研究者，ファ

ンが必要である．また，競技スポーツは教育

の一環であり選手に社会性を身につけさせ，

社会に貢献できる人作りをしなければならな
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いとしている．

　（6） スポーツ学の10年　─スポーツビジネ

ス研究領域の立場から─

　吉倉（2013）は，ここ10年のスポーツビジ

ネス研究領域を振り返り，将来への展望につ

いて考察するとしている．現在のスポーツマ

ネジメントは，学校体育の管理学からハイブ

リット化しながら発展してきたスポーツ界の

ニーズに応えながら発展・充実してきた．

　2003年以降の『スポーツ産業論』に掲載さ

れた論文を振り返ると，2007年には「スポー

ツイベント」「ファイナンス」「地域活性化」

に関するトピックが追加された．2008年には

「スポーツサービス」「消費行動」「IT」と言

ったキーワードが追加された．新たな価値や

斬新なサービスが提供されるようになった．

　近年のマーケティング研究に目を向けて

も，プロダクトやサービスに関する企業と顧

客（消費者）の共創を通じて，価値を創造す

ることが求められるようになっている．今，

スポーツビジネスの世界では，「するスポー

ツとみるスポーツの生産と提供に関わるビジ

ネスのマネジメントが求められている」．

　今後，スポーツビジネス研究領域における

スポーツ学の未来として，「実務」「教育」「研

究」という３つのファクターを融合させ，乗

数的な好転および変化をもたらすようなケミ

ストリーを起こさなければならない」として

いる．

　（7） スポーツ学の10年を振り返って　─ス

ポーツ情報戦略の立場から─

　豊田（2013）は「スポーツ情報戦略の可能

性」「スポーツにおける情報戦略の役割」「ス

ポーツ情報戦略の挑戦」「スポーツ情報戦略

に関するネットワークコミュニティの構築」

の点からこの10年を振り返っている．

　スポーツ情報戦略の可能性については，

2007年に本学の紀要で「スポーツ情報戦略の

可能性」で詳しく説明したとしている．

　スポーツにおける情報戦略の役割について

は，2008年の「スポーツ学のすすめ」の中で

解説したと述べて，さらに本コースの理論的

構造は【〈科学的分析〉＋〈還元〉=〈スポー

ツ指導支援〉】であると改めて述べている．

　スポーツ情報戦略の挑戦では，2011年の本

学紀要で「スポーツ情報戦略の挑戦」で紹介

しているとして，特にスポーツ科学を科学す

る立場についての理論的感受性を強調してい

る．スポーツ情報戦略に関するネットワーク

コミュニティの構築については，2011年のア

カデミックアワー研究報告の中で紹介してい

る．

　まとめとして，本学のスポーツ情報戦略は

まだ揺籃期にある．これまでに明らかになっ

たことは，その到達点が「スポーツ指導支

援」にあるということであった．今後もこの

観点から科学的知見を蓄積していくことで，

コースの充実を図りたいと述べている．

小括

　開学９年目の研究紀要の課題研究「スポー

ツ学再考」として掲載された各コース代表の

論文の特徴は，言うなれば第１期，第２期の

論文が藤井等のスポーツ学の意味をそのまま

理解しようとしていたことに比べて，理解に

おいて差があることが分った．背景には，ス

ポーツ学を意識して日々研究や授業を進めて

いるからと考えられる．

　開学10年目の研究紀要から，第２期からコ

ースによって具体的な取り組みをするなど温

度差はあるが，本学が唱えるスポーツ学が

「一体如何なるものか」問い続けてきている

と言えよう．

まとめ

　本学のコースにおけるスポーツ学に関する

取り組みについて，この10年間を三期に分け

て特徴を探ってみた．すると，全体的に見て

第一期の特徴は，藤井らによるスポーツ学に

ついての啓蒙の時期であったと言えよう．第

二期の特徴は，江刺論文によりスポーツ学構

築へ弾みがつき，第二期の後半以降コース毎

の独自の取り組みが始まった時期と言えよ
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う．第三期の特徴は，コース毎の温度差はあ

りながらも目指すものが決まりつつある時期

と言えよう．

　ここでおしなべて言えることは，コース毎

の意識の差が出来つつあると言うことであ

る．コース毎に他のコースの進展について目

をやり，構築への努力を期待する．
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